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1 .はじめに

20万分の 1地質図幅は，産業技術総合研究所地質調査総合センター及びそ

の前身である地質調査所が編集発行している地質図幅の1つである.20万分

のl地質図幅「横須賀」は，国土地理院発行の20万分の l地勢図「横須賀」

の範囲の地貨をまとめたもので. 1980年発行の第1版{三梨ほか.1980)を

改訂した第2版である.

本地質図帽の範囲は相模灘を中心とし，千葉県の房総半島.神奈川県の三

浦半島，静岡県伊豆半島東半部.及び東京都伊豆大島などが含まれる.本図

幅地域の既刊地質問には，後述の地質調査所及び産総研地質調査総合センタ

ー発行の地質図幅の他1::.本地域全域を含む20万分の 1地質図として関東地

方土木地質図編纂委員会編 (1996).本地域の一部分の10万分の 1地質図と

して鈴木ほか (1995).横須賀市踊(2012)及び蟹江(2012)がある.定た

5万分の l地質図として.土地分類基本調査の各表層地質図(千葉県企画部

企画課侃 1971.1973. 1977;静岡県長地森林郁底地企画課編.1984. 1:鰯;

神奈川県企画部企画調霊室温 1蝋 1987.1:輔i).神奈川県教育委員会仕掛)

がある.

本地質図幅は，主として公表されている地貧困類を基に編集したものであ

るが，伊豆半島ならびに房総・三浦半島では野外地質調査も実施した各地

質の分担は，房総・主主繍半島などの付加体を斎藤が，権積盆権積物及び第四

紀堆積層を竹内が担当した.伊豆半島及び大島の地質体を及川|・石塚が担当

した.応用地質を実松が.重力を駒揮が担当した.

神奈川県生命の星地球博物館の平岡大二館長には.資料提供をしていただ

くとともに，葉山層群の年代論についてご教示いただいた.記して感謝申し

上げる.

本図帽の1980年発行の第1版と比較した主な改訂点は以下のとおりである.

(1)中部中新統以上の地質については，以下に述べるものを除き. 1錨凶手

以降，地質調査所及E雄総研地質調査総合センターで新たに発行された5万
分の l地質図幅「富棒」・「那古」・「館山」・「検須賀」・「三崎」・「熱梅J.及び調査

中の「伊東J. r稲車むの未公表資料に基づき地質図を改訂した. r那台」の

一部については斎藤 (1鈎2)の地貧困も参考にした r小田原Iから『平塚I

にまたがる大磯丘陵の地質は，神奈川県企画部企画調整室編 (1987. 1988) 

のほかIω(1:鎚6)を参考にして編纂した.

(2)房総半島の嶺岡コンプレックス，保困層群分布域の地質図は高橋ほか

(2012) .斎藤 (1鈎2)を基にした.さらに鴨川低地断層帯の西部について

は鈴木ほかu9!却)の蛇紋岩の分布を頼りに地質調査を行い，高橋ほか@国)

の推定した蛇紋岩を鍵届にした地質構造の考え方を採用して地質図を作成し

た.鴨川低地断層帯の南側の岩相分布は斉藤 (1992)に従った.三浦半島の

嶺岡コンプレックス，葉山肩書平分布域の地質図は江藤ほか (1ω8)を参考に

して編集した.葉山肩書草の分布するn:の島については新たに調査を行い.高

畠古層群分布の分布する大破丘陵の地貧困はIω(1986)を基に，地質調査

を行って作成した.保困層群，葉山層君事，高麗山肩書平については共通凡例を

作成し，必要に応じ従来の地層名との対応を凡例中に示した.

(3)箱根火山群に闘しては，日本地質学会国立公園地質リーフレット1r:箱

根火山」編集委員会編似潟7)を参照し，伊豆大島火山に関しては川辺(1'使紛

を参照して新たな調査結果を加え編纂した.

なお，各地層の地質時代について，研究の進展により精細化するとともに.

叙削年に第四紀慣新世}の下限の定義が変更され α白. 2012リISA0204: 
2012)カラブリアン期を更新世に含める修正を加えた.地層界線，断層線な

どの地質学的属性について向18A0204 : 2012に従って，存在確実度特定，

位置正確度不特定として扱った.海域の断層については，活断層と通常の断

層との区別をしなかった.

本報告では，国土地理院発行の5万分の l地形図の区画を指して rOOJ
地域と表記する.

2.地形

20万分の1地質図幅「横須賀」地域の地形は，中央部を広〈相模湾・相模

灘が占め，西部に伊豆半島の東半部，東部に房総半島の西半郁，北部に三浦

半島など神奈川県の海岸孤及び南郁1::大島(伊豆大島)が位置している(海

底地形については第4章参照).

伊豆半島の地形札開蜘織の山地が畑分を占め，南部に激首〈標

高1，4崎n)，北部1::霜根両が位置する.南北2肱血以上の外輪山の大きさを有

する箱根山はカルデラをもっ活火山である.最高点は中央火口丘の神山 Oぷ世古

で，その南西には堰止湖である芦ノ湖がある.伊豆半島の南東部には単成火
山君事が分布し，その一つである大量山(珂伽n)は麓からの商さ約300mの円

錐形の姿で知られている.

房総半島の地形は，全般に標高200-30伽1程度の丘陵なし，全体が房総
丘陵と呼ばれている.最直点は「那古」地域東縁の蔓宕苗 (4ωm)で，そ

の山塊の西部1::位置する鋸山 (329m)はその特徴的な山容で知られている.

『那古I地域北寄りには鶴川低地断層帯(千葉県， 2∞1)が東西に延びる.

この低地の中は，地すべり地形が多〈認められ，緩斜面1::千枚回が作られる

など，特異な地形をなす.地すべり地形域は，嶺岡コンプレックスを構成す

る破断した砂岩泥岩互層や蛇紋岩の分布域と重なる.また.東西方向のリニ

アメントが多く認められ.その一部は蛇紋岩の分布と一致する.鴨川低地断

層帯の西部では，凝灰質で硬貨な砂岩が比較的傾斜が急な山地を作る.類似

の堆積物が分布する鴨川低地断層帯の北側と南側も，比較的急峻な地形をな

す.房総半島南端の海岸沿いには海岸段丘地形が発達し(JII上・宍倉.20(掲i).

見物海岸などでは1923年関東地震により隆起してできた段丘地形が知られて

いる.

現半島4繍 1骨仙憾の丘陵をなし，融胸中央部の嬬白国凶

である.三浦半島中軸膚.n:の島，大磯丘陵では，周囲の堆積物より相対的
に硬い葉山層群・高直面層君事の分布域が差別浸食により丘陵地や島をなす.

三浦半島南半部及び東部の一部では.後期更新世の段丘堆積物による台地地

形が発達する.

大磯丘陵は本図幅地域北部から北隣「東京J図幅地域にかけて速なる.本

図幅地域内では標高100-2∞m程度の丘陵であり東部に鷹取山(219m)が

ある.

大島は大島火山からなる火山島で 島の中央にある三原山 (758m)はカル

デラ内の中央火口丘である.
(竹内垂史・斎藤良)

3.地質

3.1 地質概説
本図幅地域の陸域に分布する地質体は，大きく房総半島・三浦半島に分布

する新生代の付加体と前弧梅盆・斜面堆積層，伊豆半島に分布する鮮新世

更新世の火山岩・堆積岩，及ぴ第四紀火山に大別される.

本図幅地域に分布する地質体のうち最も古い地層は，房鯵半島・三浦半島

に分布する嶺岡コンプレックス及び保困層群・葉山周群・高麗凶層群である.

これらは始新世一中期中新世の岩石から構成される付加体であり，伊豆班の

本州弧への衝突によって形成されたと考ヨえられている{高橋.2008など).

また，三浦半島の三崎層と房総半島の量動層は後期中新世~前期鮮新世の付

加体で，日本の陸上に震出する付加体のうち最も新しい付加体である.

房総半島・三浦半島1::分布する新第三系ー第四系は，佐久間層群，安房層

群・三浦層群.南房総層群，千倉層群，上総層樵下総層群に区分される甥

1図).このうち前期中新世一後期鮮新世にかけての佐久間層群から千倉層

群乏での地層の層序区分・地史上の位置づげは研究により異なるが，本図帽

では主に川上・宍倉 ω:006)・高橋(2008)の層序区分・位置づけに従った

佐久間層群と安房層群・三浦層群は前孤海盆権積物，商房総層群・千倉肩書草
及び量房層群(上総周君事相当)は海溝陸側斜面堆積物と考えられている (JII
上・宍倉，2C雌;高橋.20倒.上総層群は約3抽の黒滝不整合により下位

層を覆う後期鮮新世一中期更新世の前弧海盆堆積物，下総層群は中期一後期

更新世の氷河性海水$変動に伴う浅梅成層である{中嶋・渡辺.2005参照).

伊豆半島には，主に南部に鮮新世一前期更新世の堆積岩・火山岩からなる

白浜層群{約 1抽の十足安山岩などの火山岩を含める)及び天城火山噴出

物が分布する.中部には前期ー中期更新世の宇佐美一多賀火山群噴出物など

の火山岩が分布する.北部にはO.白血以降の第四紀火山である箱根火山君事噴

出物が広〈分布する.とのほか本図幅地域北西隅には鮮新世一前期更新世の

足柄層群が分布する.

第四紀火山は箱根火山のほか，伊豆大島全島を構成する大島火山と，伊豆

半島東部及び東方沖海底に単成火山群が多数存在する.

本図帽地域には，北伊豆活断層系・国府津一絵図断層・三浦半島断層系の

3つの活断層群が知られている.ζのうち国府樟ー松岡断層は，相撲トラフ

中軸の断層とともに.フィリピン海プレートと北米プレートとの境界断層が

地上に現れたものと考えられている.

(竹内杢史)

3.2 嶺岡コンプレックス，保困層群及び相当層
本図帽では，房申書'f島南部.三浦半島，大破丘陵にそれぞれ分布する保困

層君主葉山層群，高直面屑君事を前期一中期中新世の堆積岩及ぴ火山岩からな

る地質体として一括し，古第三紀のチャートや玄武岩，また蛇紋岩がメラン

ジュ状の分布を示す地質体を嶺岡コンプレックスとした.保困層群及び相当

局については，凝灰質の堆積物に富むことから，伊豆弧前録の海溝陸側斜面

堆積物が本州弧に付加したものとする谷口ほか (1鈎Uの見解をおおむね踏

襲するとともに，本地域の嶺岡コンプレックスや保困層群及び相当層全体を

付加体と考える高橋(2008)の見解に従って，これらを伊豆弧を構成する付

加体及びその表層の堆積物や噴出物が付加した物ととらえた.とれらは，糸

魚jif-静岡構造線沿いに分布する瀬戸川眉群大井川層群等の付加体に対比

されると考えられる.ただし.嶺阿コンプレックス，保困層着手及ぴ相当厨に
帰属する地質体の名称，区分については高橋包∞8) と異なっている部分も

ある.

房総半島の地質図は高橋ほか(2012).斎藤 (1992)を基にした.鴨川低

地断層帯の西部については，鈴木ほか (1990)の蛇紋岩の分布を頼りに地質

調査を行い，高橋ほか(2012)の推定した蛇紋岩を鍵厨にした地質構造の考

え方を採用し，地質図を作成した.鴨川低地断層載の南側の岩相分布は斎藤

(1992)に従った三浦半島については地質図は江藤ほか (1関 8)を参考

にして編纂した.n:の島は新たに調査を行い，大磯丘陵はI句 (1'鎚6)を基に

地質調査を行って作成した.



中新世のものは，後遺の保困層群及び相当層に含めた.

玄武岩類にはアルカリ玄武岩 ω耐とソレアイト玄武岩 ω~) があり.

横須賀市平作の玄武岩はアルカリ玄武砦(谷口・小川.l'鈎0)で. Kaneoka 
et al. (1981)が切-40MaのK-Ar年代を報告している.木村・藤岡 (1981)

が高嵐山層群中の玄武岩としたLoc.2の玄武岩は，小出ほか包∞12)の推定

に基づいてこれに含めた一方房総半島では.本地域外の鴨川港の玄武岩か

ら， 49土泊施のAr-Ar年代が報告されている佃回noet ol，細沼).これら

から，古第三紀にはソレアイトとアルカリ玄武岩の活動があったと考えられ

る.閃緑岩仰のは普通角閃石，単斜輝石，斜長石からなり.少量の石英

と磁鉄鉱を含み，カタクラスティックな変形を被っている(兼平， 1976).

また，嶺岡コンプレックスに含まれると考えられているチャートなどの陸海

物質に乏しい堆積物の年代は後述のように台第三紀を示し，両者は関係が深

いと考えられることから.ともに嶺岡コンプレックスに含めた.

[堆積岩類]嶺岡コンプレックスには 高橋ほか (2012)が榎木畑層とし

た砂岩泥岩互屑，八丁贋とした層状泥岩，白滝閣に対比されるチャート及び

珪質泥岩のほか，高橋(2012)が保困層群の I青木山屑の勇断帯J(元名層，

宮川層，荒島層起源も含まれる)とした破断した砂岩泥岩亙層を含めた.本

地域のとれらの地質体から化石の産出報告はないが，白滝厨のチャートなど，

陸源物質に乏しい堆積物の時代は古第三記である(鈴木ほか， 1984:飯島ほ

か， 1鎚4などに八丁届は，前期中新世のアルカリ玄武岩上に累重する保困

層群平久皇居1::相当する可能性もある(高橋ほか， 2012).高橋ほか(2012)

は上述の「青木山周の務断帯」に務断変形を免れた青木山厨のブロックが存

在すると考えているが，Jg断帯を構成する岩石の帰属を決定づける根拠はな

い.乙の産状は保困層群と嶺岡コンプレックスが混在化した可能性も考えら

れるが，蛇紋岩やチャートの周囲を囲むように分布することから.瀬戸川層

群と同様の地質体を構成すると考え.嶺岡コンプレックスの一部とした.

3.2.1 嶺岡コンプレックス
[蛇紋岩]本地域の嶺岡コンプレックス主要構成要素として蛇紋岩(u)があ

る.房総半島では主にハルツパージヤイトが蛇紋岩化作用を受けたとされ犠

平， 1976など)，嶺岡低地断層帯周辺では.多くの蛇紋岩の小岩体が知られて

いる(鈴木ほか， 1990:高橋ほか， 2012)，さらに蛇紋岩の分布地がリニアメ

ント上1::並ぴ.高橋ほか(2012)に示されるように構造面に沿って分布して

いる乙とが推定される.

三浦半島の横須賀市池子の蛇紋岩は蛇紋岩角擁岩からなり併野ほか， 1勿5)，

周囲の葉山周群衣笠肩車端々なブロックを含むとされている(江藤ほか.19'i紛
ことから，葉山肩書草の堆積場に蛇紋岩が信出していたことが考えられる.ほ

ぽ西北西一東南東方向に並んでおり，房総半島と同様構造面に沿って分布し，

その一部が葉山層群と不整合関係にある可能性が高い.

[火成岩類]本地域の嶺岡コンプレックス，保困層君事.葉山層群，高麗山

層群分布績に含まれる火山岩類は，安山岩，アルカリ玄武岩，ソレアイト玄

武岩があり，後述のように安山岩は前期中新世で，玄武岩類の放射年代はそ

れぞれ古第三紀と前期中新世の2つの時代を示す.古第三紀のものは嶺岡コ

ンプレックスの一部とし，チャートや石灰岩に対する基盤であったと考え，
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3.2.2 保困層群，葉山層群，高麗山層群
[火山岩劃三浦半島では葉山町下山川沿いの玄武岩質安山岩(Hd)が，

葉山層群森戸層に貫入すると考えられてきた(渡郁ほか， 1968)が，森戸層

に接触変成は認められておらず， 安山岩のK-Ar年代お.4::1:0.8抽(谷口ほ

か.1988). 19.5士0.7抽(今永・山下.1999)はいずれも森戸周より古い値

を示す.大破丘陵の高麗山北西側の万園地区の火山岩体は，従来玄武岩とさ

れていた(木村・藤岡， 1981)が.小出ほか@∞2)は化学成分から安山岩

としている.これらも玄武岩質安山岩 O制〉に含めた.葉山層群鐙摺周には，

噴出年代不明の安山岩及び玄武岩火砕岩田v)が知られており.玄武岩質

安山岩(Hd)から一連の前期中新世の火山岩の活動によるものかもしれない.

なお，三浦半島では，断層破砕帯に挟み込まれた産状の火山岩の小砦体が報

倍されており，艶子・山下(2012)によって産状，化学組成.放射年代がま

とめられている.

房総半島では繭房総市平久里中のアルカリ玄武岩 G到。が前期中新世 α9.62
士O却 1Ma)のAr釘年代(Hir.mo8t al.， 2附)をもち，前期中新世パーディ

ガリアン期の海緑石泥岩(石灰岩を伴う)に覆われ(小川・藤岡， 1鎚5:高

橋， 1関4)，両者の年代にほとんど差が無く，アルカリ玄武岩の噴出から浅

海成の泥岩の堆積がほぼ一連で，浅海成の泥岩が堆積する場所に玄武岩が噴

出したことを示している.

[堆積岩劃保困層群とそれに相当する葉山層群，高麗山層群の堆積岩類は，

一般に凝灰質な堆積物である.房総半島の保困層群は灘灰貨な砂岩，泥岩.

凝灰岩からなり，前期中新世の後期~中期中新世の前期を示す放散虫化石が

報告されている(斎藤， 1992)，本図幅では上述のように前期中新世のアル

カリ玄武岩とそれを覆う潟緑石泥岩(ミクライト石灰岩を伴う)も保困層群

に含めた.

葉山層君事は，泥岩主体の森戸層，安山岩火砕岩や砂岩泥岩互層からなる鐙

摘眉，凝灰質砂岩・泥岩からなる大山層，矢部層，オリストストロームの存

在が推定されている衣笠屑に区分されている(例えば江藤ほか， 1998). こ

のうち森戸周，鐙摺屑，大山周からは，前期中新世の後期~中期中新世の前

期を示す珪藻化石(芳賀・鈴木， 1999)，放散虫化石(鈴木， 2012)が報告

されている，一方，衣笠届分布域からは，中期中新世を示す放散虫化石(鈴
木， 2012)，石灰質ナンノ化石(阿国ほか， 1991)が得られており，森戸層

~大山届より若干若い年代を示す.西方の江の島の葉山層群からは，)11上ほ

か(2∞5)が中期中新世の放散虫化石を報告しており.矢部層に対比される

可能性が高い.

大破丘陵に分布する高麗山層群については，木村・藤岡 (1981)， l'句(1:錨6)

の報告がある.断層の認定には差があるものの，両者とも，高麗山山頂付近

で東西に延びる向斜輸を示し，山頂部に上位の千畳敷周.その商北に下位の

北大磯屑が分布するとした.千畳敷屑は粗粒凝灰質砂岩で珪長賞ないし苦鉄

質の火砕物を含む.甫側の北大破層は成層した白色凝灰岩が主体である.し

かし石灰質ナンノ化石(小沢・堀内， 2∞5)，浮遊性有孔虫化石{石浜ほか，

2012)によると，千畳敷屑は前期中新世~中期中新世，北大磯屑は中期中新

世~後期中新世で北大磯届の方がやや新しい.また，南東側の国道 1号線沿

いの凝灰質泥岩の方が更に新し〈中期中新世の後期~後期中新世の前期の年

代を示し，千畳敷居の南側の北大磯層とされる白色粗粒凝灰岩層も同様の堆

積年代の可能性が高いことから，高麗山の南側の北大司自層とされてきた地層

を後述の南房総層群石堂層相当眉とした.
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第 1図 房総・三浦半島の中新世以降の新生界層序対比図

5つの5万分の 1地質図幅の屑序区分を対比した図.地質年代は5Ma
以前と以後で目盛りが異なっており 中期更新世以降 (78万年前以降)

は別に拡大して示した.地層の時代範囲の上限・下限の破線は.上限・
下限が不明であるととを示す. 明E古」図幅で三浦層群とされた地層は

との図では佐久間層群・安房層群とした， r三崎」図幅の三崎周は付加体

とみなし三浦肩書事から除外した.



3.3 西岬層・三崎層
三滞半島の三崎屑と房健半島の西岬厨は，いずれもスコリア賀で黒色の

砂砦・穣岩と白色のシルト岩の互層からなる付加体である (Yamamo旬 11

a1.， 2OCゅなど).房総半島では}fl上・宍倉(2006)に従い，三浦半島では

小玉ほか (1鈎0)，江藤ほか (1998)を基に，特に三浦半島西岸で地質調

査を行って地質図を新たに作成した.両屑の年代は.西岬層は川上・宍倉

(2α路j)，三崎届は鈴木・蟹江(2012)の総括に従った.岩相・年代から

茅ヶ崎のエボシ砦も本層に対比される{鈴木・蟹江.2012). 

(斎藤民)

3.4 房総・三浦半島の前弧海盆・海溝陸側斜面堆積物

3.4.1 佐久間層群
佐久閑層群は房総半島中央部1::分布し，嶺岡コンプレックス・保困層群

などの付加体を不整合に覆う前鵬蝉酬の沼野下位の.前期晴

世末から中期中新世初頭にかけての地層群で，大崩層・奥山届・ 尾原

層からなる(高橋， 2∞8) 従来は三浦層群に含められるととも多かった

(鈴木ほか 1990). r那宵」地域束緩から「鴨川IJ地域にかけての加茂

川沿いに分布する宙開層・詩情層(中嶋ほか， 1981)は，高橋 (2008)

に従い佐久間層群に含めた.本報告ではこれら 5周を岩相・周位に基づき

下位から上位へ，穣岩・砂岩を主とする大崩層及び奥山層催。，砂岩泥

岩互層からなる中尾原層他:)，細粒砂岩及びシルト岩からなる富川層及

び神川周低3)の3つに大別して示した.

3.4.2 安房層群及び三浦層群
安房層群・三浦層群は房総半島・三浦半島に広く分布する中期中新世一

後期鮮新世の厚い地屑である.これらの地層は1990年代までは一般に云

繍層群と総称されたが，近年は房総半島・三浦半島に分布する前弧海盆堆

積物を安房層君事，三浦半島に分布する海溝陸側斜面堆積物を三浦贋軍事と呼

ぶ区分が提唱されている(高橋 2∞8).安房層群は木の根厨・芙葎層・

清澄層・安野層1::区三れる(中嶋・渡辺 2005.旦 I三浦半島に分布する

安房層群は逗子居・i争層に区分され三浦層群は初声眉に区分される(高

橋， 2∞8).従来三浦層群とされていた三崎厨は本報告では付加体とみな

し三浦層群から除外した (3.3参照上 ζれらの地質時代は木の根屑が中期

中新世，天棒届が後期中新世，清澄層・安野層と初声層・逗子層・池子届

などが後期中新世一後期鮮新世である.

本報告では.安房層群・云浦屑群を地質時代で3分した上で岩相区分し

て凡例記号Am-Apとし.枝番を付して各地層名との対応を示した.すな

わち中期中新世の泥岩を主とする木の根層はAml，後期中新世の天埠層は

泥岩相をAm2，凝灰岩相をAtlとし，後期中新世一後期鮮新世の逗子層・

清澄層な司主-それぞれ記号As.Aa・At・Apとした.鈴木ほか (1990)の

稲子沢層・ 主眉(Aめのうち稽子沢層階中嶋・渡辺倒踊)の天事者層仙盟)

とした.大破丘陵の鷹取山属仏剖)，剣沢周仏p)(lto， 1鎚6;;百浜ほか.

2012)は三浦肩書事に対比した.

3.4.3 南房総層群
南房総屑群は.鴨川低地断層帯以粛に分布する海溝陸側斜面堆積盆堆積

物の総称で.磐井狗・原岡層・機届・ 4、I層・石堂層・端届・鏡

ケ浦層，及び東隣『大多喜I地域に分布する東層からなる(川上・宍倉.

2006). r那古」地域中部で小浜屑・原岡層に隣捜する甫無谷層は，斎藤

(1992)・川上・宍倉(2006)のように保困層群とする見解もあるが，本

報告では鈴木ほか (1990)・高橋(初08)に従い堆積盆堆積物とみなして

甫房総層群に含めた.甫房制覇群は保困層群を不整合に覆い，南無谷層@。
は泥岩，岩井袋周(sa)から鏡ヶ滞屑 (Bs) まではいずれも砂岩泥岩互

層からなる.南房総層群の地質時代は中期中新世から前期鮮新世にわたっ

ており.そのうち南無谷層は中期中新世の前期，平館層・鏡ヶ補届は前期
鮮新世である(斎藤， 1992;川上・宍倉， 2α渇} また，大磯丘陵に分布

する凝灰質泥岩 (Bst)は石堂層1::対比した (3.2.2参照). 

ち <G

3.4.4 千倉層群
千倉層群は房総半島南部にまとまって分布する海溝陸側斜商堆積盆堆積

物ー海溝充填堆積物である(中尾ほか， 1986; JHl二・宍倉， 2α)6) .凝灰

質な砂岩事E志豆腐を主とし一部に磁岩を伴う地層で.下位より白浜周・白

商品屑・4層・描屑1::区分されている (}fl上・宍倉， 2006).千倉層群

の地質時代は後期鮮新世から前期更新世にかけてであり，北方の上総層群

下半部と同時期である(川上・宍倉， 2α渇j).本報告では白浜属と自問津

屑を一括して凡例記号Clとし，以下布良層 (C2)・畑屑(C3)・畑屑長尾

川砂岩部層 (C，)とした.また， r那宵」地域で鈴木ほか (19!:拘)が鏡ヶ

浦層とした猷質砂岩は，川上・宍倉匂揃)の見解に従い布良層 (ω

とした.

かずさ

3.4.5 上総層群及び相当層
上総層群は安房層群を不整合に覆う前期 中期更新世の前弧海盆堆積物

で との不整合は累渚不整合と呼ばれる(中晦・渡辺 2005;川上・宍倉

2蜘}眼的I~a;tg:r'句半島中部地域で比一一下ょqljF層，え霊
園，鮪品風 知代層，崩霊風梅ケ削，猷層，鞠風 首

層，笠森居の10層に区分されている{中嶋・渡辺， 2∞5).また.三浦

半島北部の上総層群は繍郷層・野島周に区分されている(江藤ほか， 1998). 

本図帽では.これらの地層を岩相に基づき砂岩穣岩相低s)・砂岩泥

岩互層相(Ka)・泥岩相(Km)の3つに区分し.岩梱毎1::下位から上

位へ番号を付けて地層名との対応を表示した.これらはおおむね層

(f<町mation)区分に対応するが，型空森層については下部2岩相ぽS5• 

Km3)・上郁2岩相 (KS7・K剖.)1::細分した.三浦半島の浦郷層はK略

野島層はK舗とした.なお，三浦半島中部に分布する林層(江藤ほか.

1関8)は分布が狭小なため本地質図では表現していない.

重房層群は房総半島南部に分布する更新世の海溝陸側斜商堆積盆堆積

物で，下位より加茂周(Ka5)・東長困層<Ka6)・滝川層(Ks6)からな

る(中尾ほか， 1986;川上・宍倉， 2006).地質時代としては上総層群

上部に相当し，本報告では上総層群に対比した.

三宮層群(Ka9)は大磯丘陵1::分布する上総層群相当層である(神奈

川県企画部企画調盤室編，1987， 1鈎8).

3.5 伊豆半島及び箱根地域の地質

3.5.1 白浜層群

(竹内圭史)

伊豆半島の新第三系は，横須賀図幅第1版では下位から湯ヶ島層群，

白浜層群に二分されていたが，第2版では後期中新世一前期更新世の主

に水底に定置した地積岩・火山岩を白浜層群として一括する.伊豆半島

の新第三系は，以前は下位のより変質した湯ヶ島層群と上位の変質の程

度の弱い白浜層群に二分されるととが多かったが，最近までそれらを対

象とした年代学的研究はあまり行われてとなかった.近年の研究(石塚・

及川， 2008;及川・石塚，筑閥;杉山ほか，2010; T:副 etal， 2011 ;石

塚・及川， 2012)により，これら新第三系1::対し信頼できる客観的な

年代軸が入れられた.その結果，従来湯ヶ島層群とされてきた地層は.

模式地の年代値 (4.53土0.21抽:Tani et al.， 2011)も含めて，白浜層群

の年代と差がないとと，従来の白浜層群，湯ヶ島層群ともに第四紀の地

層も含み.その形成時期は後期中新世から前期更斯世にあたるととが明

らかとなった.そのため.第Z版では湯ヶ島層群の名称を使わない.な
お.第1版で白浜層群の上位屑とされた泥岩・砂岩・礎岩で構成される

城届は.層序関係及び年代値とも下位の白浜層群構成層形成後にほぼ連

続的に形成された稼成層(一部前川成堆積物を含む}と考えられるので.

第2版では白浜肩書平に含めた.また 下位の水中火山岩からほぼ連続的

に形成されたと判断される，明瞭な火山地形を形成しない火山岩(池北

安山岩，十足安山岩，白田川火山岩類:葉室， 1978;小野・角， 1959) 

(Ts) も白浜層群に含めている

本図幅地域に分布する白浜層群は，鮮新世一前期更新世に形成された

主に水中火山活動による噴出物とその周囲に堆積した堆積岩からなる.

水中火山活動による噴幽物は玄武岩一安山岩溶岩・火砕岩 (Sv)が主

であるが，デイサイト一流紋岩溶岩・火砕岩及び騒石賀火砕岩 (Sr)も

存在する.またそれらは同質の貫入岩も伴うとともある.堆積岩類(ss)

は，榛砦，灘灰質砂岩，泥岩などで構成される.伊豆半島部における本

図幅地域内の白浜層群から得られた年代値は約3.5-1Maの聞であり，

最も古いものは河津町鬼ケ崎の流紋岩溶岩の制白血のu-pt洋代値 σ阻

11 al， 2011)で.最も新しいものは伊豆市冷川向にE露出する程石質凝

灰岩の約lMaのジルコンFl'年代値(及川l・石塚.2側渇)である.

なお，箱根火山の基盤をなす早川凝灰岩層は徴化石年代から鮮新世と

されており{高年ほか， 2Qa)，さらにその下位に分布する，久野 O担)

iJS湯ヶ島層群とした凝灰角磯岩周中の斑れい岩磁のジルコンのFl'およ

びU-Pb年代も約5-4Ma(山下ほか， 2008)であることから，いずれ

も鮮新世以降の堆積物である.そのため第2版では.早川護灰岩層と整

合関係にあり水中に定置したと考えられている須雲川安山砦類(久野，

1966)もあわせて.これらの地層が鮮新世1::形成されたと考えた.さ

らに岩相上の類似から本図幅では白浜層群として一指し示している.

3.5.2 足柄層群
足柄層群仏Jは箱根火山と丹沢山地の聞に分布する前期一中期更新

世の堆積岩類で主に構成され，本州弧とそれに衝突する前の伊豆半島と

の聞に堆積したトラフ充填堆積物と解釈されている (Huchon and 

Ki凶ato，l984;天野ほか.1986).本国幅地域にはその南縁部が分布し.

下位より安山岩質凝灰岩層を挟む砂岩泥岩互層からなる瀬戸層，主にシ

ルト岩砂岩互層からなる畑層，火砕砦層を挟む磯岩砂岩互層からなる塩

沢屑などで構成される.本層群は約1.2抽の矢倉岳石英閃緑岩 (倉沢ほ

か， 1錦 9)的に貫かす1，箱根火山噴出物に贋われるほ野ほか，1f蹴;

狩野ほか， 1鈎8).
(及川輝樹・石塚治)

3.6 伊豆半島の第四紀後半の火山噴出物
伊豆半島におけるおよそl地以降の複成火山の火山噴出物は.宇佐

美一多賀火山君事噴出物 (120-40万年前九汐吹岬火山岩類 (60-50万

年前:回.天城火山噴出物 (58-28万年前 :Ag)などの玄武岩一安山

岩質の溶岩・火砕岩である.宇佐美一多賀火山群は，時空間分布から，



下多賀火山噴出物 (120-80万年前 :U凶:)，宇佐美火山噴出物 (11∞-75万年

前:Utu)，大崎火山噴出物 (75-65万年前 :U切に熱海火山噴出物 (70-

45万年前:Uta)，魚見岬火山噴出物 {ω-50万年前:Utm)，網代火山償出

物 (70-40万年前:Utj)，初島火山噴出物 (70-ω万年前，一郁30万年前よ

り若い :U白)などにさらに細分される(及川・石塚， 2011). これら火山

噴出物では.ぞれ以前のものと異なり，海岸献を除き顕著な水中火山活動の

証拠が認められなくなる.これら複成火山の上に.約70-10万年前までのデ

イサイト一流欽岩寅の溶岩からなる小火山体低血}が分布する.また， 30

万年前以降では.玄武翁一安山岩溶岩・火砕岩(防)を主としデイサイト一

波紋岩調草場・火持岩(Ir)も伴う東伊豆単成火山着手(荒牧・葉室， 1釘宮;早

川・小山， 1鈎霊;小山ほか.ω95)の活動が起こっている.との単成火山富宇

の分布は西方の 「静岡・御前崎」図幅峨にも広がる.さらに.同織の単成火

山群の活動は伊豆半島東方海底にも存在し，東伊豆沖海底火山理事と命名され

ている(葉室ほか， 1980).気象庁は.これら陸上・海底部の単成火山群を

まとめて伊豆東西軍火山群と呼んでいる.198!昨に伊東神で噴火した手石海丘

(加藤ほか， 1鈎0;y，岨amotod 01.， 1991)も伊豆東部火山群に属する火山

である.

(及川輝樹・石塚治)

3.7 箱根火山群噴出物
中期更新世から現在まで活動している箱根火山群からの噴出物で.外'富山

火山噴出物(久野.1952の古期外輪山噴出物〉と中央火口丘噴出物(久野.

1952の新期外輪山と中央火口丘噴出物}に大別される複成火山である (日本

地質学会国立公園地質リーフレットIf箱根火山J.集委員会届.2ω7).中

央火口丘噴出物は.聞にカルデラ形成期を挟んで.13-8万年前に活動した

前期と4万年前から現在まで活動する後期に細分される.従来.箱緩火山は

大型の複pt火山の中心に2回のカルデラ形成』闘を挟んで，中央火口丘が活動

したと考えられてきた(久野， 1952など).しかし最近の研究で. 2回のカ

ルデラ形成期があったことの大伴は変わらないが.火山体形成史が一新され.

箱根火山は複数の小一中型の複成火山の集合であることが明らかとなった(日

本地質学会国立公園地質リーフレット 1r:箱根火山」編集委員会11.2∞7). 
そのため，地形的に箱根火山を形成する火山からの噴出物を一括して箱根火

山群噴出物と呼ぶ{及川・石坂.2011).箱根火山群の活動は外輪山火山噴

出物図。}の形成に始まるが.外輪山火山は久野 (1952)などが考えたよ

うな一つの大きな成層火山体ではなく，玄武岩一安山表質の溶岩・火砕岩で

構成される複数の小型の成膚火山が集まって形成されたものである(日本地

質学会国立公園地質リーフレット u箱根火山」編集委員会編.2ωワ').23-

凶万年前には.IIJ量的な噴火を伴い，外輪山火山の中心付近に複数の小型カ

ルデラが形成された.その後，カルデラ内で前期中央火口丘 (HC1)の活動

が起こり.8-4万年前には再び爆発的な噴火を伴い山体中央郎にカルデラが

形成された{日本地質学会国立公園地質リーフレット 1r箱根火山J編集養

員会編.2007) .との2回目のカルデラ形成期中の長大規模の噴出物が，東

京軽石とそれに伴う火砕流縫積物(Hp)である.その後，カルデラ内に後期中

央火口丘 (HCj)が形成された.完新世以降.中央火口丘の神山，三子山，

冠ヶ岳において復Il:のマグマ噴火が発生しており αIc3).最後のマグマ噴火

協和:，()(X)年前に冠ヶ昏で発生し，その活動に伴い神山活屑なだれ堆積物侶d)

を発生させた{袴凪 1981;小林ほか.2α渇).その後現在までに大湯谷

では推測物に残る規事健の水鶏気噴火を 5回発生させてb渇{小林ほか.20(6). 

{及川輝樹・ 石塚治}

3.8 伊豆大島火山
伊豆大島火山は伊豆小笠原孤北部の火山フロントに位置する活火山で.海

底部を含めると比日間1.000m以上，長径約2ぬ n.短径約18kmの大裂の火山で

ある.山頂部には径約4kmのカルデラがあり，さらにカルデラ内に径約800

mのU111火口を有する中央火口丘三原山が存在する.

伊豆大島を構成する火山体は，大き<3つに大別される(例えば川忍 1蜘:). 

1)現在の伊豆大島火山の前に活動した古期火山体(岡困.行者溜.悠島の

各火山:記号0)，2)少なくとも約16，000年前以前までさかのぼるカルデラ

形成以前の活動で形成された先カルデラ火山 (08). 3)約1，500-1，3ω年

前に起きたカルデラ形成以降に成長した後カルデラ火山 (01.， Oc)である.

また火山体斜面には.多くの側火山 (Op)が存在し.先カルデラ.後カル

デラ期を開わず形成されている.乙れら側火山の多くは，北西ー南東方向1:
毘列する傾向を示し.伊豆大島周辺地域の広域応力織を反映していると考え

られる(中村.1969). .覇火口列は大島北西及び南東沖の*底事にも存在す

ることが知られている{石塚ほか.筑胴上

伊豆大島火山の噴出物は大海分ソレアイト系列の玄武居貨であり.スコリ

ア.黒色火山灰.調草治2躍を主体とする.より未分化な玄武岩類は.先カルデ

ラ期に見られる傾向がある.カルデラ形成以降， 伊豆大島は噴出量数億トン

規模の噴火を1ω~随時間隔で起こしてきた.また安永年間の大噴火以降

より規模の小さい噴火を30-40年間隔で起こしている.1鎚6年には山頂火口

からの噴火.カルデラ床及びカルデラ外の北西斜面での割れ目噴火を起とし

た.大規模な溶岩噴泉活動とともに溶岩波の涜出.火山灰の放出を起とした.

この噴火の際には，玄除岩貧マグマだけでなく，割れ目火口から安山岩から

デイサイト質のマグマを噴出した (011.， 01C) 

(石塚治}

3.9 中部更新統一完新統
，，~うさ

3.9.1 下総層群及び相当屑
房総半島北部に分布する下総周群は.中期一後期更新世の海時及びよ部で

発海成を交~る堆積層である.下位より地蔵堂周・厳周・王家層・清川層・
下層・歯宮崎層に区分されている{中向島・渡辺.2∞5).上部の木下層は

12.5万年前の下末吉屑と同時期の地層であるほか.姉崎層の堆積面は箱緩小

原台程石層 αIkーOP)(8.5-8万年前)に覆われる段丘面を形成しており.

三浦半島の小原台砂療層などの武蔵野段丘堆積物と問時期である(中崎・渡

辺.2005).本地質図でこれら 5肩の分布を示すととは困費量なため，地蔵堂

層(Sl).薮層・上泉層・滑川層 (52).木下層・姉崎層 (54)の3区分にまと

めた.

三浦半島に分布する相模周群は宮困層・横須賀膚・小原台砂破局からなる

(江蔵ほか. 1鈎8).本報告では宮田層 (53) と繊須賀居 (S5)1::区分し.

小原台砂機層は段丘堆積物として扱った.

大破丘陵には厚い多摩ローム層及び相当眉 (S心が分布し(神奈川県企画

部企画調盤室編， 1987. 1988).時代的には中一後期更新世で下総層群上郁

に相当する.

3.9.2 更新世段丘堆積物
大破丘陵東部には後期更新世の約日-12万年前の下末吉届相当層 (ω が

分布する

小原台砂.周は三指半島南半郁に分布する海成段丘権積物である.その地

形函である小原台面は御昏Pm-lテフラを狭む下末吉ローム層最上部以上の

テフラに覆われている w:重量ほか.1鈴 8).御岳Pm-lテフラの年代が約10

万年前(町図・新井.2003)であることから，小原台砂穣眉は10万年前まで

の時期に堆積した地層である.小原台砂.周とそれを温う武蔵野ローム層な

どを記号也とした.

三拘置半島南衝に分布する海成段丘縫積物である三鯖砂礎燭は緒板東京(Hk

-τ'P)テフラ以上の武蔵野ローム周に覆われる(江蘇ほか.1蜘).とれに

対比される段丘堆積物としては. ra棒」北郡の小糸川沿いの荷成段丘堆積

物があり，官事事 I段丘堆積物は箱極東京テフラ (6.5-6万年前)に覆われる

(中嶋・渡辺.2∞5).そのほか房総半島南織の長尾川11面一vn面 ο11上・
宍倉.筑脂)や.伊豆の初島の初島 I函 'II宙(及川・石割j!， 2011)を一括

し，これらを記号岱とした.

3.9.3 完新統
緩斜面権積物(P)・山間小盆地権積物(d)は.伊豆半島南鋼部に比較的

大規模な分布があるほか，伊豆半島内陸部・房総半島中部の鴨川低地断層帯

(千葉県.2∞1)に見られる 主に完新世の推積物であるが一郎は後期更新

世に遡るものと思われる.

いわゆる沖積層は，完新世段丘堆積物.砂丘推積物.氾濫原・谷底低地・

現海浜堆積物に3区分した.完新世段丘堆積物(1:4)は ra棒」地域の小糸

川沿いや房総半島南場面民小田原市の平野部~大破丘陵商務に分布する(中

嶋・渡辺.2005;川上・宍倉.2(踊 ;大矢ほか.1991).砂丘綾積物 (8)は平

縁市，茅ヶ崎市，藤沢市に広〈分布し.小田原市の海岸沿いにも分布する伏

矢ほか， 1991;国土地理院， 1971，20(6).また房総半島南悔の館山市の平野部

や海岸紛い，三浦半島の各所に見られる.氾自U!{・谷底低地・現潟浜堆積物

(a) は，小田原市の平野部.平*1甘から.沢市にかけての平野部，館山市

の平野郎にまとまった分布があるほか，各泡の河川沿い及び海岸沿いの低平

地がある.

埋立地(r)は横須賀港周辺をはじめ東京湾岸に大規療なものがあり，房

総半島・三浦半島周辺の海岸にも徴点的に見られる.

〔竹内室史・斎藤健)

4. 海域の地形と地質構造

4.1 海底地形
本図幅の区圏内には，東京湾甫留から浦賀水道，相模湾から伊豆大島にか

けての相横議，さらに房総半島南方に至る海域が広〈含まれる.相撲穫の海

底地形については加藤 (1鈎9)などの研究がある.本報告では海底地形・名

称は海上保安庁 (1鈎4)により.等深線は主な深度のみ地質問に示した.相

績.ではNWー担方向に相撲海丘・ 三由晴海丘・沖ノ山・布良瀬海脚などの高

まりが速なり，神ノ山堆列と呼ばれる.これらの高まりの南西側斜面は相袋

トラフ(相模舟状海釦の中軸をなす断層による勉形とされる(木村.1976). 

一方この断層の南西側の伊豆大島北方には水深1，2∞-1，駅助Eの平坦な地形

が広がっている.相模.は南東へ水深2.似均一2.5∞mの本目線トラフに続き，

相綾トラフは更に東南東へ絞き日本海調理に至る.

NW-SE方向に延びる相模トラフの輸に向け，東京湾から浦賀水遣を経て

紳ノ山北方にか砂て東京海底谷が延びている.そのほかにも三浦半島・房総

半島から甫西方向に葉山海底谷 ・三崎海底谷・耳慣良海底谷などの海底谷が刻

まれている.三浦半島・房総半島周辺には水深1仙 E以浅の浅海が広〈見ら

れるのに対し，伊豆半島・大島周辺では急激に水深が深くなっている.伊豆

半島東方の海域には，西乳ケ崎梅丘などの火山性の海丘がいくつも分布して

いる.



4.2 地質構造
本図幅地域の海域の地質図には.20万分の1r相模灘及付近海底地質図」休

村. 1976). 10万分の1海底地質図(奈須ほか.1995).及ぴ伊豆半島東部海

域は20万分の 1滞底地質図「厳河湾J(岡村ほか. 1999)がある.とれらの

うち奈須ほか (1995)は，三浦半島から房総半島までの相模灘について木村

(1976)を改訂したものであり，修正箇所以外は基本的に木村 (1976)と同

様である.しかし.Fujioka et aL (1989)は，伊豆大島東方にかけての初島・

沖ノ山堆列の60点の資試料に基づき，木村 (1976)で火山とされた沖ノ山堆

列を地層中の火山岩とみなしたとの見解は奈須ほか(1995)でも受け入れ

られた.また，近年の調査結果により地層の年代がより若いととが示されて

いる{森ほか.2010参照).とれらなど，今目的観点からは木村 (1976)は

問題点が多いと言わざるをえない.これらから本図幅では，木村 (1976)の

地質図を引用することはせず，相模湾西部は岡村ほか (1鈎9)に従い，相模

湾中央部は大河内 (1鈎0)が膏波探査記録及びそれ以外の情報によって判断

した断層線を，断層(活断層を区別していない)として示した.また，大島

東方の相模トラフについては.Nakamura et. aL (198η の知見を基に断層線

を作図した.

相模灘では木村 (197ω 以降地形や音波探査・ドレッジなどの多数の研究

があり.その主なものだけでも加藤ほか (1983.1993)・大河内 (1990)・海

上保安庁水路部 (1991. 1992)・岩淵ほか (1991)・沖聖子ほか (1994)・

脳血ω凶taet aL (2∞5. 2006)・森ほか(2010)などがある.とれまでに伊豆

大島までの範囲で加藤ほか (1掬3)• Kong et aL (1錫4)・岩測ほか (1991)・

沖野ほか (1鈎4)によりマルチチャンネル反射法音波探査6測線などが実施

されている.

相模トラフは，フィリピシ海プレート上の伊豆 小笠原弧と北米プレート

上の東北日本弧とのプレート境界と考えられている(棚橋.2008参照).

(竹内圭史}

5.活断層及び地震断層

本図幅地域には，伊豆半島・三浦半島及び大磯丘陵に活断層及び地震断層

が知られている.

5.1 伊豆半島の活断層・地震断層
伊豆半島では歯音官から南へ伊豆の国市にかけて.需品断層をはじめとす

るN-S系の北伊豆断層帯がある(八木ほか. 1996a).その断層系はN-S系

左横ずれのものとE-W系右横ずれのものがある(八木ほか.1996a;宮内ほ

か.2009). 1930年の北伊豆地震の際1:::.芦ノ湖岸から伊豆の国市にかけて

の地表に丹那断層などの地震断層が出現した(松田. 1972).丹那断層は主

事中であった東海道本線丹那トンネルを切断したととでも知られる.丹那断

層は延長3位m.左横ずれで，北部のNNW-SSEないしNW-SE方向の断層群

は東落ち変位，南部のWNW-ESE方向の断層群は北落ち変位である(八木ほ

か. 1鈎伽). 

「小田原」地域の箱根火山北部に平山断層(天野ほか.1984;上杉ほか，

1996)がある.平山断層は左横ずれ逆断層で.最新の活動は約2，6ω年前とさ

れ(上杉ほか. 1鈎6).北伊豆断層帯の北方延長とする見解がある俣野ほか.

1984 ;日本地質学会国立公園地質リーフレット H箱根火山」編集委員会侃

z∞η-
「稲取」地域の稲取・大峰山断層は1978年伊豆大島近海地震の際に見られ

た地震断層で.NW-SE方向に延長4km.右ずれの雁行亀裂で最大 1mの横

ずれ変位である (Tsuneishiet aL， 1978;山崎ほか.1979). このほか「小困

原」地域に酉落ち変位の和智沢断層(宮内ほか.2飢ゆ，). r伊東」地域南部に

遣笠山断層{八木ほか.1鈎6b)がある.

本図帽では，松田 (1977).星野ほか (1978)を中心に.上記文献を参考

に作成した.初島については石橋ほか (198のを参考に作成した.

ζ うづ

5.2 国府津ー松回断層
国府樟ー松岡断層は小国原市街地の平野の北東縁において大磯丘陵との境

界を画する著名な活断層系である(宮内ほか.2ω8， 2009).北隣「秦野」

地域からSE方向へ小田原海岸まで延長約15kmあり，本図帽地域にはその南

東半部が位置する.主断層の変位はSW落ちであるが一部の副断層には逆変

位も認められる(宮内ほか.2ω8， 2似沼，). トレンチ調査により，約4，∞o年
前以降の期間に約4，0∞年前・約2，600年前・約2，000年前・ 950-650年前の4

聞の断層活動が確認された(神奈川県， 2ω4). 一方，平均~位速度は断層
帯全体で3.0-3.3m/千年{神奈川県， 2004)あるいは曽我原地区で0.4-

0.6m/千年はL山・粛直民 2008)との報告がある.国府律一松岡断層の南東

延長は相模湾の中へ延びている(木村， 1976). 

大磯丘陵南東縁に』副鹿山の北の東西性の活断層(東郷ほか， 1996)及び

N-S方向で東落ちのム新断層(千葉・森 1鎚3;宮内ほか，加08，2(胸)が

ある.

5.3 三浦半島断層群
=浦半島で』古〈から，北から順に衣笠断層・ ~e茸断層・葺笛断層・官

辛語断層・ ~ìi断層などの附W一回E方向の右横ずれ活断層群(三滞半島断

層君事)が知られてきた(岡， 1996;渡辺ほか.1996;太凪 1999;横須賀市，

20ω. 2012参照).神奈川県防災局防災消防陳(2∞1)はそれまでのトレン

チ調査などを総括し，活断層群を2万5千分の 1地形図に示した.本報告で

も活断層の位置は神奈川県防災局防災消防課(2∞1)によった

衣笠断層 延長約6kmで，一部は安房層群逗子周中の地質断層(江藤ほか.

1998)に一致している.長らく活断層である証拠に欠け，活断層として図示

されないととが多かったが(渡辺ほか，1996;江藤ほか， 1998)， トレンチ

調査により少なくとも東部では2回の活動があり，最新の活動は2，8∞年前か

ら1，4∞年前の聞にあったことが示されたは困.1鈎9).

北武断層 延長約8kmで，南東延長は浦賀水道へ延び，北西延長は安房層

群逗子層中の地質断層となる{江藤ほか， 1998).佐藤ほか (1997)などの

トレンチ調査が行なわれ，平均3-4m/千年の変位速度で右横ずれを示し.

最新の活動は1，490-1，必O年前(杉村ほか， 1鈎9)，その前の活動は約6，1∞~

3，α均年前(神奈川県防災局防災消防課， 2001) とされている.また， 1，410 

年前と1，900年前の2回の地すべりが報告され.活断層の活動との関連が指摘

されている(蟹江康光・三浦半島地盤研究会， 2∞1). 
武山断層 延長約且回L 西部と東部のセグメントに分かれ，東部は段丘権

積物分布域である台地と北側の丘陵との境界にあたる(渡辺ほか， 1996). 

最近の活動は2，2∞-2，α)()年前であった(太岡.1999). また.武山断層の東

端部には1923年関東大地震の際の地震断層が知られている(渡辺ほか， 1鈎6).

甫下浦断層は三浦半島南部の台地地域に位置する延長約3.5凶の右横ずれ

北落ち変位の断層.引橋断層は延長約2kmの比較的小規模な断層である(渡

辺ほか， 1996).最新の活動は，南下繍断層が約2万年前，引橋断層が6，1∞

年前以前とされ，北部の3断層1:::比べ活動度が低い{神奈川県防災局防災消

防眠 2ω1).

5.4 房総半島の活断層・地震断層
延命寺断層 1923年の関東地震の際に房総半島は.南端部で約2m隆起し

北方へ隆起量が減少するような変動を生じた(鈴木ほか. 1990参照).南房

総市には地震断層である延命寺断層及び国府断層が出現し(上治， 1923)， 

とのうち延命寺断層は東西約4kmで，落差最大2mの繭落ち，水平ずれ1m

の変位があったとされる，

明川低地断層帯 鴨川低地断層帯の南北両側を境する断層群が活断層であ

る可能性があるが，千葉県 @ω1)・宮内ほか(2006)は鴎JI[低地断層帯の

南北両側の崖は差別浸食によるものであり活断層でないとしている.

6.応用地質

6.1 非金属鉱物資源

(竹内圭史)

本図幅地域の主な鉱物資源は，石材，砂利，砕石，白土であり.金属鉱物

資源に乏しい.

石材神奈川県真鍋町産の~/î、蕗岩 .i品開岩は箱根火山本小松溶岩類の
両輝石デイサイト・両輝石安山岩(いずれも凡例では箱根火山群外輪山噴出

物(Ho)に一括)であり，古くから墓石・石垣・礎石な ~I:::利用されてきた.

特に本小松石は最高級墓石材として有名である.医T溝懸富津市および鋸南町

の鋸山周辺では，かつて凝灰岩・凝灰質砂岩が房州石として採取され，横

浜港の寝岸材，様々な建築材，かまど用に利用されてきた その他.かつて

採取されていた石材として.鎌倉市 ・逗子市 ・藤沢市産の鎌倉石(主として

三浦層群援灰岩・凝灰質砂場からなる)鎌倉石や.横須賀市佐島産の佐島石

〈三浦層群初声層凝灰質砂岩)などがある

山砂利 千葉県の砂利生産量は日本一であり，房総半島の富津市・君津市

周辺に多数の採砂場が分布している.主として上総層群の前期更新世の東日

笠風中期更新世の市宿層及び笠森層から骨材用・埋め立て周の山砂利が採

取されている.また神奈川県の大破丘陵からも山砂利が採取されている.

砕石硬貨岩の分布は限られており.房総半島では保困層群の砂岩などが，

小国原市周辺では安山岩が採取されているが，規模は小さい(須藤， 2007). 

白土 千葉県館山市周辺では東長困層に.m胎される膨潤性のある極細粒凝

灰岩が白土として大正 昭和時代に複数個所で採掘されていた(川上・宍倉.

a腕 i).

6.2 天然ガス・ヨウ素
日本最大の水溶性天然ガス困及びヨウ素鉱床である南関東ガス困が，上総

層群を医胎腐として千葉県を中心に広く分布している伐崎，1976;佐脇ほか，

20ω).富津周辺ではかつて天然ガスの探鉱が行われていたが，本図橋地域

内では現在商業的1:::生産されてはいない.日本のヨウ素の生産量はチリに次

いで世界第2位であり，その大部分が南関東ガス固に匪胎されている.ヨウ

索の埋蔵量としては世界最大と見積もられている αJSGS，2014) . 

6.3 温泉・鉱泉
温泉は箱根，湯河原から伊豆半島にかけて多数分布しており，その大部分

が高温泉 (42"C以上)であり沸膚泉も見られる(金原， 1992，2ω5).箱根温

泉及び湯河原温泉は単純温泉，塩化物泉.硫酸塩泉が大部分を占め〈菊川.

2011 ;菊川・代田.2009)，伊豆半島治岸部の温泉は極化物泉が多い.箱根



や熱海には酸性一弱酸性泉も見られるが，それ以外の地域は中性一弱アル

カリ性泉が多い.房総半島南部.舗須賀市周辺には冷鉱泉 (25"C未満)が

卓越して分布しており，沿岸部の大部分は化石海水型である.

6.4 地すべり
本図幅内には地すべり地形が確認されており，特に鴨川低地断層帯に集

中している(糟水ほか.2∞4). 

(実松健部

7.重力異常

本図幅地域の大半を占める海域の重力異常は，船上重力データを編集し

たものが公表されており{地質調査総合センター.2013). 日本測地系に

変換して利用した.編集面積は7，∞'3kmZ.編集に周いた重力データは隆域

5，847点，海域7，759点の計13，606点である.そのうち熱海市初島と千葉県の

一部で82点の補足測定を平成23年1-2月に実施した.海域については，地

質調査所による自嶺丸の航海データと海上保安庁海洋情報部の航海データ

を編集し，ブーゲー異常としたものである.本地域東部には保困層群・葉

山層群，嶺岡コンプレックスなど始新世一中新世の岩石からなる付加体，

伊豆半島には鮮新世一前期更新世の火山岩を主体とした白浜層群が分布し

ている.始新世一中新世の岩石からなる付加体を中新世以降の堆積岩が，

白浜層群を第岡高己の火山岩類が覆って分布し，低地では沖積層が分布する

など，表層密度は変化に富むため，プーゲー異常(重力暴常)の仮定密度

(補正密度)は2.3g/cm3を援用した.

フィリピン海プレートの北端部に当たる伊豆半島械は60-1附 ngalに遣

する高室力域で.高密度の白浜層群が地殻浅部に分布し基盤を形成してい

る.伊豆大島は135-1J反lmgalを示し，本地域の最大の高重力異常域で，高

密度の海洋地殻上に形成された火山であるととを示している.房総半島と
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34.50' 

34.40' 
ol___ 
1390σ 
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三浦半島には始新世一中新世の岩石からなる付加体の露出がみられ，前

者は広範囲で50rngal程大きくなっており，基盤の分布規模が大きく深

いことを示している.地表の地質との対応がよく判るように上方接続残

差重力図を示す(第2図).深部構造による長波長成分の重力異常は 1
kmの上方接続値により除去したため 地表付近の構造が抽出されてい

るものである.負値の領域は灰色で表示.箱根火山，伊豆大島.伊豆半

島東部の火山君事は正の領域を示しており，表層密度がある程度高いこと

と基盤が浅いととを示している.房総半島において.嶺岡コンプレック

ス，保困層群，及び安房層群が分布する地域と，三浦半島において，葉

山層群及び三浦層群が分布する地域の残差重力値は. 4mgal程度を示し.

両地域で表層密度の大きな差はないと考えられる.酒匂JH沿いと相撲川

の西側の平塚市周辺には負の領域があり沖積層の分布と整合している.

〈腕害事正夫}

第2図 l.OOOmの上方接続をトレンドとして除去した残差重力図
負値の領域は灰色で表示.コンター聞隔は1rngal (ミリガル).
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